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年
十
一
月
後
行

我
園
の
経
済
構
造
に
闘
す
る
歴
史
的
一
考
察

|
|
|
維
新
後
の
経
済
政
策
研
究
、
序
説
の
一

!
1
1
1堀

江

保

麗

J芋

言

明
治
維
新
以
後
民
於
け
る
経
済
政
策
白
根
本
目
標
は
、
他
の
諸
々
の
政
策
に
於
け
る
そ
れ
と
同
様
比
、
先
進
列
闘
の
資
本
主
義
に

封
抗
し
、
以
て
消
極
的
忙
は
モ
の
侵
略
を
売
が
れ
一
積
極
的
陀
は
そ
れ
と
同
一
水
準
に
到
達
し
若
く
は
そ
れ
を
凌
鴛
ぜ
ん
み
」
す
る
に

あ
っ
た
。
政
策
の
根
本
目
標
が
己
白
黙
に
置
か
れ
た
の
は
向
要
す
る
に
我
園
経
桝
幾
建
の
後
進
性
医
師
せ
釘
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
陀
し
で
も
、
欧
米
資
本
主
義
の
侵
略
を
蒙
っ
た
賠
に
於
て
我
図
よ
り
も
精
々
早
か
っ
た
支
那
に
於
て
、
我
闘
に
於
け
る
が
如
苦
経

持
政
策
の
採
用
が
透
か
陀
護
れ
た
己
と
忙
相
印
刻
す
る
な
ら
ば
、
等
し
〈
東
洋
的
園
家
・
東
洋
的
枇
舎
ル
」
稽
せ
ら
れ
左
が
ら
、
雨
者
の

聞
は
は
何
物
か
重
要
友
差
建
白
あ
る
ζ

と
を
思
は
ざ
る
を
得
一
な
い
。
そ
れ
に
就
て
は
、
政
策
主
鱒
・
政
策
客
樫
・
枇
脅
粧
済
構
法
危

&
歴
史
的
・
現
寅
的
に
吟
味
を
要
す
る
諸
々
白
票
要
詮
問
題
が
あ
る
が
、

己
ミ
で
は
先
づ
一
粧
品
開
鰹
済
模
造
陀
就
で
簡
軍
陀
考
察
を
加

へ
る
己
と
主
ず
る
。

我
園
由
経
済
構
遣
に
闘
す
る
歴
史
的
一
考
察

第
茸
千
九
品
官

第
五
競
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園
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構
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に
闘
す
る
歴
且
的
一
考
察

第
五
十
九
巻

億
五
鵠

而
し
で
一
般
に
、
西
洋
諸
闘
が
都
市
的
・
市
民
的
批
曾
経
済
構
浩
を
有
ず
る
白
に
針
し
、
我
闘
を
も
含
め
た
東
洋
諸
国
の
そ
れ
は

薬
対
的
で
あ
呂
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
村
落
共
同
醐
閥
的
暴
礎
白
上
に
経
済
が
溌
達
し
た
、
そ
己
に
東
洋
経
例
文
化
D
西
洋
経
消
文
化
に

封
ず
る
著
し
い
特
色
が
あ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
而
も
等
し
〈
東
洋
に
あ
り
、
隣
同
四
白
闘
係
に
あ
り
乍
ら
、
我
嗣
聞
と
支
那
と
の
間

に
比
一
献
合
経
済
構
迭
に
於
て
も
頗
る
相
違
瓢
が
あ
る
の
で
あ
る
。

支
那
D
そ
れ
忙
就
て
は
、

清
水
暗
躍
光
氏
白
亦
著
「
支
那
枇
舎
白

研
安
」
そ
白
他
の
参
看
を
乞
ひ
、
と
h
で
は
専
ら
西
洋
諸
闘
と
由
封
比

ι於
て
、
我
図
。
刷
曾
粧
桝
構
造
を
歴
史
的
に
考
へ
て
見
た

い
。
未
定
稿
に
属
す
る
本
稿
。
上
梓
、
敢
て
読
者
諸
賢
白
叱
正
を
乞
ム
。

都
市
経
擁
段
階
の
侠
如

我
闘
の
経
済
後
遺
過
程
を
眺
思
て
先
づ
気
附
ぐ
鮪
は
、

西
献
に
於
け
る
所
謂
都
市
経
済
時
代
な
る
も
の
弘
通
存
し
一
泣
い
と
と
で
あ

る
。
勿
論
我
闘
に
も
古
〈
か
ら
都
市
は
あ
っ
た
。
強
力
な
中
央
集
権
岡
家
の
首
都
と
し
て
建
設
せ
ら
れ
た
奈
良
及
び
京
都
が
あ
り
、

此
等
は
、
花
閑
経
済
時
代
に
入
り
で
は
、
荘
園
領
主
の
居
住
都
市
と
じ
℃
護
法
し
、
領
主
の
皆
む
大
な
る
消
費
維
持
は
、
領
主
直
属

の
被
官
や
商
工
業
者
。
群
を
養
っ
た
。
而
し
て
延
岡
経
済
に
於
て
は
、
各
地
忙
散
在
す
る
荘
闘
か
ら
の
年
貢
が
領
主
の
居
性
地
忙
迭

ら
れ
る
と
と
る
か
ら
、
午
貢
物
の
仲
織
地
特
に
水
還
の
要
地
に
は
浅
町
が
形
成
せ
ち
れ
た
が
、
此
等
は
商
品
流
通
の
溌
建
k
共
民
、

領
主
に
州
判
ず
る
従
属
的
関
係
を
脱
し
て
弐
第
に
濁
立
し
始
め
た
。
吉
野
朝
以
後
、
己
の
傾
向
に
は
特
に
著
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。
緩

い
て
現
は
れ
た
の
は
城
下
町
で
あ
る
。
吉
野
朝
以
後
諸
大
名
白
勢
力
が
前
大
ず
る
干
、
彼
等
は
そ
の
城
下
に
多
〈
の
家
臣
聖
擁
せ

L

の
み
た
ら
宇
、
日
常
の
生
活
必
需
品
や
武
棺
等
白
供
給
を
な
さ
し
む
る
た
め
、

E
れ
が
現
送
供
給
に
従
事
す
る
者
を
城
印
刷
の
周
閣
に

集
住
せ
し
め
た
と
こ
ろ
か
ら
、
城
下
町
は
自
ら
商
工
都
市
の
色
彩
を
帯
び
た
c



E
の
外
門
前
町
-

h
相
場
町
た
ど
包
々
の
形
成
要
因
を
持
つ
都
市
が
現
は
れ
、
江
戸
時
代
に
入
り
て
一
段
の
殻
展
を
途
げ
た
が
、
以

上
諸
々
白
都
市
は
い
づ
れ
も
商
工
業
の
所
在
地
と
じ
て
、

ま
た
食
料
品
の
需
要
地
と

L
て、

農
村
と
は
異
質
的
な
楽
落
を
形
成
し

た
。
而
し
て
其
μ

寺
山
川
都
市
と
し
て
概
念
せ
ら
れ
る
所
以
は
、
車
に
か
L
る
外
形
的
特
色
一
世
持
つ
楽
落
と
し
て
殻
達
し
た
か
ら
ば
か
り

で
は
た
〈
、
其
等
が
農
村
と
具
る
統
一
的
形
成
原
却
を
有
ち
、
調
自
由
政
治
的
・
粧
桝
的
統
一
徳
で
あ
っ
た
か
ら
に
外
た
ら
ぬ
。

所
謂
濁
自
の
政
治
的
・
経
済
的
統
一
慌
と
は
E
L
で
は
都
市
の
自
治
を
指
す
。
計
拡
悶
経
椀
時
代
に
は
、
都
市
は
誕
閣
の
了
と
し
て

代
官
に
直
接
支
配
せ
ら
れ
、
大
名
白
勢
力
が
増
大
す
る
に
及
び
そ
由
支
配
に
服
す
る
と
と
に
た
っ
た
が
、
そ
の
附
に
商
工
業
が
勃
興

し
、
市
民
的
勢
力
が
強
大
と
た
る
や
、
都
市
の
行
政
棋
は
次
第
に
宵
裕
た
る
市
民
屠
の
子
に
移
り
、
己
主
に
都
市
は
統
一
あ
る
一
個

の
自
治
剛
闘
を
形
成
す
る
や
う
陀
た
っ
た
。
宇
治
山
町
・
大
一
段
・
平
野
・
嚇
・
博
多
注
ど
そ
叩
者
例
で
あ
る
。

己
の
自
治
構
獲
得
の
重
要
友
-
契
機
と
怠
っ
た
も
D
に
、
都
市
の
住
民
自
醐
聞
に
よ
る
租
税
請
負
の
制
度
が
あ
っ
た
と
稿
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
そ
れ
は
兎
に
角
、
自
治
構
の
内
容
は
必
や
し
も
明
ら
か
で
た
い
が
、
行
政
檎
は
勿
論
、
裁
判
檎
も
あ
る
程
度
保
有
し
た
も
の
と

考
へ
ら
れ
、
特
に
行
政
機
の
中
陀
は
徴
枕
樺
・
警
察
権
も
含
ま
れ
て
庶
り
、
ま
た
貨
幣
や
度
量
衡
に
就
て
も
あ
る
程
度
獅
自
の
樺
を

持
っ
て
居
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
筒
も
あ
る
。
更
に
堺
の
如
〈
、
武
力
を
擁
し
て
封
建
領
王
に
劉
抗
せ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
而
し
て
自

治
U
議
決
並
に
執
行
に
は
、
才

h
ナ
・
老
若
・
年
寄
た
ど
t
A

呼
ば
れ
る
官
裕
た
市
民
唐
が
と
れ
に
営
り
、
宇
治
山
岡
や
大
湊
で
は
彼

等
を
舎
合
衆
左
稲
川
し
た
。
要
す
る
陀
、
中
世
末
期
の
我
閣
の
所
謂
自
治
都
市
民
は
、
同
欧
に
於
け
る
貴
族
都
市
を
紡
仰
せ
し
む
る
も

の
が
あ
っ
た
。

然
る
に
此
等
の
一
都
市
は
、
封
建
的
支
配
白
翠
聞
な
る
集
中
化
の
過
程
に
於
て
、
そ
れ
以
上
白
護
遣
を
阻
止
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
た

〈
、
却
っ
て
著
し
い
後
退
を
さ
へ
徐
儀
な
〈
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
商
工
業
の
強
建
が
十
分
で
-
な
か
っ
た
と
と
、
帥
ち
商
工
業
活

我
図
の
艦
済
構
誼
に
闘
ナ
る
歴
史
的
一
考
察

第
五
十
九
巻

修
正
視

主要岡武「中世H本商業奥田商究」峰三章第四節参照。
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番

動
の
範
闘
が
狭
小
で
あ
り
従
っ
て
そ
の
規
模
も
小
さ
く
、
た
め
に
都
市
の
自
治
擁
護
の
粧
消
的
基
礎
が
一
定
隈
度
以
上
に
披
充
さ
れ

四

得
た
か
っ
た
と
と
、
犬
名
領
地
の
形
成
、
領
域
経
済
の
致
逮
が
反
比
例
的
に
強
力
で
あ
っ
た
乙
と
、
並
に
西
芹
に
於
け
る
が
如
昔
都

市
枇
合
理
念
の
不
分
明
在
h

り
し
と
在
、
等
色
々
の
理
由
が
あ
ら
う
。
そ
の
詳
細
は
E
れ
を
略
す
る
が
、
要
す
る
に
中
世
末
期
に
自
治

的
品
口
彩
を
州
市
び
つ
a
h

あ
っ
た
諸
都
市
は
、
江
戸
時
代
陀
入
り
で
は
大
い
に
己
れ
を
削
小
せ
ら
れ
、
寧
ゐ
崎
府
軍
及
び
諸
大
名
領
に
於
け

る
行
政
組
織
の
↑
車
位
E
F
一化
L
、
司
会
の
限
度
内
に
於
て
経
械
的
殻
展
を
遂
げ
た
白
で
あ
Z
。
明
治
維
新
以
後
の
都
市
に
就
て
は
最
早

や
説
明
所
要
し
な
い
。

も
以
上
遁
ぺ
売
と
己
る
を
更
忙
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
同
欧
に
於
け
る
中
世
都
市
を
一
瞥
す
る
に
、
都
市
白
多
〈
は
闘
王
・
諸
候

の
居
城
地
、
域
港
一
及
び
寺
院
・
情
院
の
所
在
地
左
ど
に
褒
達
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
中
に
は
古
代
ロ

1
7
の
都
市
に
そ
の
源
流
を
裂

す
る
も
D
も
あ
っ
た
。
領
主
な
き
ゴ
地
D
存
せ
ざ
る
常
時
に
あ
っ
て
は
、
都
市
も
亦
封
建
領
主
の
所
領

ρ
一
部
に
外
注
ら
A
Y
、
帥
ち

領
下
一
は
都
市
領
主
と
し
で
己
れ
に
臨
ん
だ
が
‘
都
市
の
商
工
業
者
は
経
済
活
動
の
自
由
主
徴
す
る
己
と
、
農
民
以
上
で
あ
っ
た
。
査

し
商
取
引
は
左
布
の
閥
係
に
於
て
白
嬰
務
的
た
取
引
で
あ
っ
て
、
そ
の
囲
滑
な
る
遂
行
に
は
自
'
削
と
平
和
と
が
前
提
傑
件
で
あ
っ
た

.
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
彼
等
の
要
求
す
る
と
ご
ろ
は
、
領
主
白
財
庫
的
欲
求
を
一
定
限
定
に
止
め
ん
と
す
る
E
と
、
及
び
商
取
引
を

規
律
す
べ
き
法
律
。
制
定
構
を
自
己
の
掌
中
に
牧
め
ん
と
す
る
と
と
等
で
あ
っ
た
。
仙
川
も
封
建
領
主
は
政
治
的
・
軍
事
的
に
一
時
に

事
械
の
費
用
を
要
す
る
時
期
に
あ
っ
た
か
ら
、
ま
た
そ
の
領
土
民
都
市
が
致
建
ず
る
己
と
り
経
済
的
利
便
を
望
め
る
際
で
あ
っ
た
か

ら
、
都
市
の
支
配
機
を
そ
の
住
民
比
賓
る
と
か
、
少
傾
白
地
代
に
甘
ん
十
る
と
か
す
る
に
五
り
、
よ
i
h

に
自
治
都
市
が
生
じ
、
市
民

た
る
第
三
階
級
が
生
れ
た
。
都
市
自
治
権
の
内
容
は
、
行
政
構
・
裁
判
槽
及
ぴ
貨
幣
の
嬉
浩
・
度
量
衡
の
制
定
な
E
を
含
む
経
済
に

闘
す
る
諸
槽
利
訟
と
頗
る
庚
汎
忙
疋
り
、
市
民
は
草
に
個
々
の
身
分
的
自
由
の
み
た
ら
宇
、
共
同
生
活
を
途
行
す
べ
き
組
織
的
自
由

有機的世曾槻申立場よりして、例へば聖トマスは都市を最も完杢な世曾とし
た。(本位田博士「純桝史嗣究J115頁)
.) 



を
も
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

都
市
が
自
治
曜
を
獲
得
し
、
ま
た
己
れ
を
枕
持
し
褒
逮
せ
し
む
る
上
に
於
て
、
耳
要
注
役
割
を
損
じ
た
も
の
比
貨
に
ギ
ル
ド
で
お

っ
た
。
最
一
初
忙
結
成
せ
ら
れ
た
商
人
ギ
ル
ド
は
、
大
関

ι於
て
第
十
一
世
紀
以
後
、
岡
王
・
諾
侯
白
特
許
吠
を
受
け
て
公
的
存
在
と

左
っ
た
。
績
い
て
第
十
一
乃
至
十
二
世
紀
K
は
同
職
ギ
ル
ド
が
現
は
れ
た
が
‘
そ
の
中
に
は
自
然
的
に
護
品
川
し
た
と
い
ふ
上
り
も
、

封
建
領
主
君
〈
は
都
市
白
幽
問
、
特
に
後
者
に
援
助
若
〈
は
強
制
せ
ら
れ
て
成
立
せ
る
も
の
も
少
ぐ
た
か
っ
た
。
商
人
ギ
ル
ド
と
同
職

ギ
ル
ド
と
で
は
そ
り
性
質
及
び
結
合
。
範
悶
等
比
於
て
異
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
が
、
杢
剛
腕
ん
し
て
眺
め
る
と
昔
、
そ
己
に
は
相
共
通

す
呂
も
の
が
存
し
た
。
即
ち
護
生
温
程
に
於
て
、
血
縁
関
係
か
ら
遊
離
し
た
商
工
業
者
が
、
そ
の
闘
係
に
代
る
も
の
と
し
て
乙
れ
を

結
成
し
た
己
と
、
従
っ
て
結
合
の
目
的
は
宗
数
的
・
制
品
目
的
・
経
桝
的
危
E
頗
る
多
椴
忙
し
て
、
常
初
の
ギ
ル

V
は
宛
然
一
個
の
生

活
共
同
慢
な
り
し
己
と
、
及
び
都
市
自
治
構
白
獲
得
並
に
そ
白
維
持
護
展
白
基
礎
又
は
母
胎
た
り
し
己
と
と
れ
で
あ
る
。

己
、
に
附
一
昌
ず
べ
き
は
第
二
及
び
第
三
の
献
に
就
て
w
h

あ
る
。
生
活
共
同
髄
在
し
て
結
成
せ
ら
れ
た
ギ
ル
ド
も
、
生
荊
の
中
心
が

経
情
的
職
業
江
存
し
た
結
果
、
自
ら
経
済
的
職
業
園
曜
と
た
り
、
利
谷
↓
粧
台
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
多
分
忙
持
っ
た
が
、
等
し
〈
狽

占
圃
棋
で
あ
り
乍
ら
、
生
活
共
同
開
的
色
彩
の
稀
持
た
り
し
我
圏
中
世
の
座
及
び
近
世
の
株
仲
間
た
と
L
頗
る
そ
の
性
格
を
異
に
し

た
。
ま
た
ギ
ル
ド
が
都
市
と
別
物
で
註
〈
、
寧
ろ
都
市
在
る
共
同
憾
の
部
分
共
同
館
と
も
栴
す
べ
き
性
質
を
帯
び
た
黙
に
於
て
、
都

市
白
自
治
に
品
川
左
聞
係
り
た
か
っ
た
我
国
の
座
及
び
株
仲
間
企
帯
だ
そ
の
性
質
を
異
忙
し
た
。

己
の
ギ
ル
ド
を
部
分
共
同
憾
と
し
て
持
つ
都
市
が
、
周
岡
の
農
村
を
も
令
め
で
所
調
都
市
経
済
た
る
一
個
の
粧
品
肝
圏
を
形
成
し
、

恭
督
教
即
時
7

設
に
裏
付
け
ら
れ
で
完
全
枇
舎
の
盟
想
の
賓
現
者
と
℃
て
頗
る
重
要
組
せ
ら
れ
、
共
同
問
問
抑
念
に
従
っ
て
自
治
生
活
を
途

行
せ
ん
と
し
た
己
?
と
は
、

E
h
A
に
綾
殺
す
る
ま
で
も
狂
い
。
而
し
て
と
の
組
織
的
た
自
治
の
過
程
に
於
て
組
織
的
佐
利
谷
組
合
的
性

執
園
田
植
桝
構
造
に
閥
ナ
る
厩
史
的
一
考
察
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六

質
が
育
ま
れ
、
や
が
て
そ
れ
が
近
代
的
市
民
社
舎
の
基
盤
止
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
、

E
D
利
佳
枇
合
的
性
質
は
ル
、
ネ

ツ
サ
ン
ス
に
よ
っ
て
-
両
め
ら
れ
、
昨
什
蒙
時
代
に
入
っ
て
最
高
調
陀
達
し
た
も
白
で
あ
っ
て
、
近
代
白
合
理
的
自
由
主
義
は
か
く
し
て

生
れ
た
も
の
に
外
な
ら
一
泣
い
。
加
ふ
る
に
都
市
殊
に
中
世
後
期
の
都
市
は
、
封
建
領
主
白
支
配
か
ら
樹
立
せ
る
の
み
な
ら
十
、
来
但
古

毅
の
下
に
統
一
あ
る
一
暢
友
り
と
せ
ら
れ
た
全
欧
脇
雅
巴
を
舞
申
告
在
し
て
商
工
業
を
替
ん
だ
と
と
等
の
た
め
、
自
治
生
活
の
維
持
委
展

に
必
要
た
経
済
的
基
礎
は
荒
田
円
で
あ
り
、
更
に
起
岡
家
的
色
彩
を
帯
び
七
結
果
、
市
民
は
枇
合
生
活
的
乃
至
世
界
生
活
的
訓
練
に
習

熟
す
る
の
機
曾
に
謀
ま
れ
た
。
か
t

泊
る
射
に
於
て
も
、
我
闘
の
都
市
が
封
建
的
領
土
内
に
踊
跨
ず
る
こ
と
を
徐
儀
左
〈
せ
ら
れ
た
欣

態
と
ほ
頗
る
契
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
は
ね
ば
在
ら
ぬ
。

相
胆
柚
問
祉
舎
の
村
落
的
構
造

我
闘
の
終
消
枇
合
、
愛
建
過
程
陀
於
け
る
都
市
総
崎
町
段
階
の
快
如
と
い
ふ
こ
と
は
、
都
市
白
母
胎
た
る
村
落
段
階
白
継
続
残
存
を
意

味
す
る
。
村
落
は
血
縁
的
集
閣
の
定
着
し
て
成
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
化
改
新
の
頃
に
は
郷
戸
を
以
て
構
成
単
位
と
し
、
そ
白
分

肢
た
る
房
戸
も
-
次
第
に
抑
制
立
し
て
村
白
構
成
車
位
た
ら
ん
B

ど
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
大
化
改
新
に
際
し
で
は
岡
郡
里
の
行
政
匝
劃
が

定
め
ち
れ
、
丘
十
戸
を
以
て
一
軍
一
と
す
る
が
如
き
人
矯
的
た
行
政
村
が
浩
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
自
然
村
落
を
無
副
し
て
浩
ら
れ
た
も

の
だ
止
は
考
へ
ら
れ
左
い
。
乙
の
村
は
、
荘
園
終
消
時
代
陀
於
て
は
、
一
個
と
し
て
或
は
数
個
相
寄
っ
て
、
領
主
支
配
下
の
村
落
を

形
作
り
、
封
建
時
代
に
入
り
で
は
、
封
建
領
主
の
下
に
そ
の
領
域
経
泌
を
構
成
す
る
と
と
ろ
の
行
政
上
の
一
単
位
と
な
う
た
。

か
L
る
迅
程
に
於
て
村
落
に
は
種
々
。
務
化
が
生
巳
た
。
村
落
内
に
於
け
る
身
分
的
階
層
D
形
成
、
出
家
族
へ
白
分
裂
と
地
総
集
固

化
、
自
治
的
性
質
白
鑓
化
た
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。



第
二
の
世
相
に
就
で
ご
一
吉
一
目
す
る
と
、
家
族
へ
の
分
裂
の
契
機
と
在
っ
た
も
の
一
に
、

一
つ
に
は
集
約
的
農
業
経
替
の
漸
弐
的
護
達
が
あ

り

一
つ
に
は
悲
関
経
済
時
代
。
末
期
か
ち
顕
著
に
た
り
始
め
た
交
換
経
掛
の
後
建
が
あ
る
。
附
加
的
な
も
の
と
し
て
は
農
民
白
移

住
-
来
伎
が
考
へ
ら
れ
よ
う
。
か
や
う
に

1
て
村
蒋
全
国
山
の
一
同
家
的
・
家
族
的
結
合
は
吹
第
に
薄
れ
て
行
っ
た
。
併
し
乙
れ
に
よ
っ

て
村
の
条
開
性
・
一
惜
性
そ
の
も
の
が
解
消
し
た
の
で
は
在
い
。
殊
に
集
約
的
農
業
経
替
の
稜
建
は
、
一
同
に
於
て
こ
そ
経
済
生
活

の
家
族
的
分
裂
の
契
機
と
左
つ
売
が
、
他
戸
聞
に
於
て
は
家
族
の
村
落
的
結
合
へ
の
強
力
た
る
紐
帯
と
た
っ
た
。
剖
ち
本
来
技
闘
の
農

民
は
水
田
終
替
に
於
け
る
治
水
の
必
要
上
、
近
隣
者
が
互
陀
協
力
せ
ざ
る
を
符
た
か
っ
た
の
で
あ
り
、
又
水
旧
経
替
は
土
地
へ
の
定

荒
を
白
ち
結
果
す
る
も
O
で
あ
み
か
ら
、
通
婚
白
地
域
も
屈
限
さ
れ
地
縁
白
上
に
血
縁
が
軍
拡
慨
す
る
こ
と
与
も
忍
り
、
勢
ひ
我
圃
の

村
は
そ
の
結
束
が
翠
固
と
惚
る
ペ
J

き
自
然
的
・
一
枇
合
的
傑
件
の
下
に
置
か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
弘
。
更
に
氏
神
・
陸
士
榊
・
鎮
守
の
祭

紀
主
中
心
「
左
し
て
村
落
民
D
結
合
は
型
車
岡
由
度
を
加
へ
、

材
。
杢
慣
性
は
依
然
と
目
し
て
維
持
存
績
せ
ら
れ
た
。

西
岡
博
士
に
従
へ

ば
、
氏
神
崇
敬
は
氏
族
的
共
同
生
活
。
過
程
に
於
で
生
じ
た
も
り
で
あ
る
が
、
一
度
成
立
す
る
干
、
氏
神
信
仰
に
よ
る
内
的
結
合
D

意
識
は
、
氏
族
制
度
の
所
謂
胤
縁
閣
時
組
織
に
先
行

τる
も
の
と
た
り
、
後
者
を
支
配
制
御
す
る
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、

と
の
聞
係
は
産
士
帥
・
鎮
守
に
枕
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
現
代
に
主
る
ま
で
活
き
活
き
と
存
続
し
て
ゐ
る
と
と
枕
い
ム
ま
で

も
た
い
。

以
上
の
如
き
自
然
的
・
祉
合
的
及
び
精
神
的
契
機
D
上
に
、
更
に
村
の
規
約
友
る
も
の
が
村
民
新
岡
〈
一
個
に
結
合
す
る
と
と
a
h

註
っ
た
。
村
規
約
D
現
は
れ
る
り
は
鎌
倉
時
代
末
以
後
。
と
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
来
存
L
泣
か
っ
た
も
白
で
は
た
〈
、
唯
成
文

と
し
て
存
し
た
か
っ
た
に
過
ぎ
友
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
印
ち
成
丈
的
た
規
約
が
存
せ
や
と
も
、
村
は
村
冒
と
し
て
の
杢
髄
性
を
保
持
す

Z
と
と
が
州
来
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
成
文
化
し
た
と
い
ム
乙
と
は
、
村
の
家
族
べ
の
分
裂
、
身
分
的
階
居
め
形
成
、
領
主
又
は

我
園
町
経
済
構
誼
に
闘
す
る
歴
史
的
一
考
察

第
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他
村
と
白
関
係
の
複
雑
化
た
E
O
結
果
で
あ
ら
う
。
而
し
て
村
規
約
白
成
文
化
の
過
程
に
於
て
同
時
に
『
惣
打
』
の
観
念
が
成
立
す

Z
。
却
ち
惣
百
姓
の
周
開
概
念
が
村
。
意
識
を
椿
成
L
、
惣
百
姓
の
圏
健
活
動
が
村
白
活
動
と
在
る
の
で
あ
る
か
ら
、
百
姓
の
園
鶴

生
活
の
要
求
が
惣
村
成
立
白
根
源
左
の
で
あ
る
。
己
の
惣
村
は
、
班
閑
制
度
が
弛
ん
で
了
ひ
大
名
領
地
が
未
だ
問
〈
結
ぽ
れ
て
ゐ
在

い
時
代
に
、
帥
ち
領
案
や
大
名
の
保
護
が
欄
り
に
友
む
泣
い
時
代
に
、
自
己
の
圏
結
を
固
く
す
る
と
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
守
る
必
要

に
雁
ヒ
て
)
張
関
か
ら
分
化
し
た
も
D
で
る
っ
て
、
そ
白
分
化
は
吉
野
朝
及
び
宅
町
時
代
に
於
て
漸
次
進
行
し
、
戦
園
時
代
に
出
来

上
る
ん
一
い
ム
経
過
を
辿
つ

h
o

成
文
化
し
た
村
規
約
が
現
は
れ
惣
村
の
概
念
が
成
立
す
る
と
、
衆
議
機
関
た
る
村
寄
合
キ
執
行
機
関
又
は
代
表
者
と
し
て
の
長
百

姓
・
オ
ト
ナ
百
姓
・
年
寄
・
若
葉
左
E
D
性
質
が
明
ち
か
と
た
り
、
村
自
胞
と
し
て
領
主
又
は
他
村
と
交
渉
す
る
と
と
が
頻
繁
と
た

る
。
特
に
村
が
軍
事
闘
関
白
佐
賀
を
も
帯
び
た
と
と
は
托
意
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
宮
町
時
代
白
土
一
授
や
岡
一
挟
は
か
ミ
る
性
質
の

表
面
化
し
た
も
白
に
外
た
ら
・
泣
い
。

い
づ
れ
に
し
て
も
往
古
白
血
縁
的
集
闘
左
し
て
の
村
落
の
自
治
は
、
荘
園
制
下
・
封
建
制
下
を
通
巴
て
-
次
第
に
地
織
的
集
固
と

L

て
白
自
治
に
稜
建
し
、
歴
史
過
程
に
於
て
、
そ
白
上
に
乗
り
か
a
A

っ
た
に
過
ぎ
左
い
領
主
白
下
に
生
活
を
替
み
、
時
に
は
領
主
を
排

除
ぜ
ん
'
と
す
る
が
如
き
揚
合
す
ら
生
巴
た
。
己
れ
即
ち
自
治
的
性
質
白
猿
化
で
あ
っ
て
、

E

D
自
治
的
精
一
川
・
自
治
的
組
織
が
、
特

殊
た
刑
台
集
固
に
於
て
顕
現
し
た
も
白
が
、
前
漣
の
中
世
末
期
の
自
治
都
市
に
外
た
ち
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
自
治
的
に
変
遺
し
た
村
落
も
、
近
世
初
日
刷
白
丘
一
農
分
離
及
び
封
建
制
度
再
編
成
の
過
程
に
於
て
、
嘗
て
見
ら
れ
ざ
る
担

カ
な
る
封
建
領
主
の
統
制
陀
服
す
る
の
己
む
を
得
ざ
る
比
写
り
、
行
政
村
と
し
て
の
自
治
組
・
連
帯
性
・
金
制
臨
性
白
面
を
強
化
し
て

行
っ
た
。

そ
れ
が
、
同
様
に
行
政
皐
位
化
し
た
都
市
以
上
に
強
化
し
た
の
は
、
村
氏
が
一
様
に
農
耕
を
以
て
主
た
る
生
業
と
し
、
而
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も
モ
れ
が
依
然
ム
」
し
て
家
族
的
・
集
約
的
経
営
た
り
し
己
と
、
外
部
と
の
接
軍
交
渉
並
陀
移
住
・
来
住
が
緊
密
頻
繁
な
ら
ぎ
り
し
こ

ー
と
、
幕
府
・
諸
候
が
引
積
雪
土
地
経
消
を
以
て
自
己
の
有
立
の
主
要
た
る
某
礎
と
し
た
己
主
等
に
よ
呂
の
で
あ
ら
う
。
か
く
て
明
治

時
代
に
入
り
、
新
ら
し
い
町
村
制
及
び
新
ら
し
い
経
済
組
織
忙
全
国
劃
一
的
に
請
を
せ
し
め
ん
と

L
ナ
採
ら
れ
均
諸
々
の
行
政
的
措

置
に
よ
っ
て
、
行
政
村
と

ιて
の
村
の
性
格
は
一
居
強
化
せ
ら
れ
た
。

以
上
の
如
く
、
村
落
集
園
は
歴
史
的
に
鋭
化
し
護
展
し
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
や
不
接
的
た
も
白
と
し
て
取
上
げ
得
る
重
要
た
事

柄
は
、
『
我
因
。
村
落
は
、
一
定
の
郷
士
の
上
に
、
氏
神
へ
の
祭
杷
を
中
心
と

L
て
結
合
し
て
ゐ
呂
家
族
的
・
民
族
的
・
地
域
的
集

固
で
あ
る
』
左
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
そ
D
家
放
は
我
闘
で
は
、
私
個
人
と
し
て
の
夫
と
去
と
の
、
中
心
恋
し
り
棋
の
結
合
で
は
友
〈
.

η
 

親
と
子
と
の
、
組
帥
を
中
心
原
理
と
す
る
縦
の
関
係
に
於
け
る
結
合
間
で
あ
る
。
か
と
占
家
族
が
血
縁
的
・
地
線
的
に
結
合
し
て
村

落
を
形
成
し
、
氏
神
・
産
士
紳
を
中
心
、
と
し
て
村
落
集
闘
を
形
成
す
る
、
而
し
て
そ
の
一
川
k

は
皇
設
の
、
否
全
日
本
の
組
一
刊
で
あ

ぷ
ヲ
オ
h
y

ら
せ
ら
れ
る
天
照
大
紳
に
師
一
す
る
。
従
っ
て
村
落
の
中
に
階
官
聞
が
坐
じ
て
も
、
村
長
と
然
ち
ぎ
る
も
の
と
の
閥
係
は
親
了
聞
係
の

一
一
闘
を
強
〈
残
存
し
、
封
建
領
主
が
村
の
上
比
乗
り
か
h

つ
で
も
、
領
主
針
領
民
の
闘
係
忙
も
搾
取
・
被
搾
取
の
闘
係
の
み
を
以
て

し
て
は
割
切
れ
左
い
も
の
が
あ
っ
た
。

己
の
家
族
的
な
も
の
が
会
憶
を
貫
い
て
日
本
岡
家
が
形
民
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
怠
っ
て
、
同
巴
〈
家
族
・
村
落
を
以
て
基
本
的
構
成

要
素
と
し
乍
ら
、
村
落
そ
の
も
の
が
必
十
し
も
家
族
的
で
詮
〈
、
ま
た
行
政
村
と
自
然
村
と
が
必
や
し
も
一
一
冗
化
し
て
居
N

り
た
い
支

那
枇
舎
と
は
頗
る
趣
雪
を
異
に
し
て
居
り
、
更
に
枇
舎
の
基
本
的
構
成
車
位
が
既
比
私
個
人
に
ま
で
分
解
し
て
ゐ
る
西
洋
白
紙
食
と

殆
E
金
〈
異
質
的
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
い
ふ
迄
も
仕
か
ら
う
。

韓
園
田
将
済
構
遣
に
闘
す
る
健
史
的
一
考
察

第
五
十
九
審

第
五
都

タL

民早凡十二解題「全閣民事慣例類集J7貰
同上、 45瓦
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我
園
白
鯉
湾
構
諸
に
闘
す
る
耀
底
的
一
考
聾

停
五
鵠

O 

第
五
十
九
巻

回

語

結

以
上
の
如
〈
、
西
洋
の
枇
舎
は
都
市
経
済
の
段
階
を
持
ち
、

こ
の
段
階
を
経
過
す
る
己
と
に
よ
っ
て
枇
曾
構
成
車
位
は
私
個
人
に

ま
で
分
解
し
、
個
人
的
連
帯
責
任
の
枇
舎
棒
活
。
上
に
闘
民
経
消
が
成
立
す
る
と
同
時
に
、
資
本
主
義
経
済
が
成
立
・
稜
展
し
た
。

個
人
的
連
帯
責
任
白
枇
舎
構
造
主
は
、
換
言
す
れ
ば
、
善
い
意
味
で
由
市
民
的
・
デ
毛
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
左
枇
合
構
造
で
あ
る
。
邸
念

的
に
見
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
『
金
鑓
人
民
』
に
立
脚
し
、

『
民
衆
意
士
住
民
出
立
し
て
、
人
の
共
同
生
活
と
い
ふ
も
白
に
深
〈

且
つ
根
強
い
根
抵
を
興
へ
る
も
白
で
あ
つ
で
、
そ
の
共
同
生
活
は
、
閑
家
生
活
で
あ
っ
て
も
枇
舎
生
活
で
あ
っ
て
も
、
亦
そ
の
他
の

圃
鱒
生
活
で
あ
つ
で
も
構
は
ぬ
の
で
あ
る
。
兎
忙
角
、
自
発
的
・
自
渡
的
に
人
の
共
同
生
活
を
維
持
し
幾
展
さ
せ
る
己
と
を
そ
の
限

目
と
す
る
の
で
あ

Z
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
各
人
白
組
立
て
る
圃
鵠
D
存
続
壬
稜
展
と
を
刷
る
上
に
、
杢
酬
間
意
志

o
t位
を
認
め
る
態

度
と
も
い
ひ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
釜
樫
窯
志
は
、
個
人
陀
土
っ
て
支
べ
ら
れ
而
も
そ
れ
を
超
越
し
て
、
個
人
の
組
立
て
る
園
館

。
存
続
と
務
展
と
を
目
的
と
す
る
意
志
で
あ
る
。
生
活
共
同
鰐
た
る
都
市
経
済
の
段
階
に
於
で
獲
得
せ
ら
れ
た
こ
の
市
民
的
批
曾
構

造
は
、
や
が
て
村
落
に
も
及
び
、
ま
た
近
代
岡
家
・
近
財
閥
民
終
消
の
基
盤
と
も
た
り
、

る
ヅ
イ
ヲ
イ
ズ

枇
脅
を
市
民
化
し
た
の
で
あ
る
。

以
て
西
洋
の
あ
ら
ゆ
る
集
期
あ
ら
ゆ
る

己
れ
に
封
し
ぜ
我
図
広
於
て
は
、
家
族
ほ
私
個
人
に
ま
で
分
解
す
る
と
と
在
〈
、
政
治
形
態
の
幾
鐙
濯
に
も
拘
ら
十
、
家
族
・
村

落
(
村
落
的
都
市
E
青
む
了
岡
家
と
一
貫
せ
る
家
族
主
義
の
基
礎
の
上
に
資
本
主
義
経
摘
が
取
入
れ
ら
れ
た
。

古
代
よ
り
現
代
に
去
る

ま
で
、
ま
た

k
級
園
鑓
よ
り
下
級
国
慨
に
至
る
ま
で
、
前
後
・
上
下
・
左
右
の
開
係
を
総
て
貫
〈
曲
目
遍
性
原
却
、
印
ち

の
一
家
族
主
義
、

長
室
中
心

己
れ
が
我
が
閥
慌
の
I

特
徴
で
あ
り
、
品
ザ
〈
ム
」
も
理
念
的
左
枇
合
経
済
構
起
で
あ
る
。
現
質
的
に
は
、
少
〈
と
も
以
戸

深作安文「外来思想ε我が岡民遺徳J46-4i頁8) 



時
代
末
ま
で
は
、
家
族
的
性
質
を
最
も
濃
厚
に
保
持
せ
る
村
落
が
経
済
杭
舎
の
某
礎
構
也
を
た
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
t
s

る
構
法

を
持
つ
か
ら
に
は
、
岡
実
公
共
の
利
銃
と
個
人
利
径
と
の
樹
立
は
な
い
筈
で
あ
り
、
会
谷
陀
優
先
し
業
〈
は
並
立

T
Z
、
従
っ
て
公

径
と
封
立
す
る
私
続
は
た
〈
、
滅
私
奉
公
邸
ち
会
の
た
め
に
私
を
轡
牲
に
す
る
で
ふ
西
洋
流
の
生
所
概
念
も
不
必
要
左
越
却
で
あ
っ

て、

k
回
辰
之
助
氏
は
『
我
闘
に
で
「
訟
ほ
や
け
」
と
い
ふ
と
き
は
、
本
来
は
円
本
因
民
の
宗
家
た
る

県
室
の
御
事
で
あ
る
か
ら

「
わ
た
〈
し
」
と
に
互
に
艶
立
せ
+
し
て
、
完
杢
に
一
国
融
合
す
る
関
係
を
結
成
す
る
。
だ
か
ら
果
道
に
蒸
〈
公

¢
採
は
私
絡
を
み
づ
か
ら
の
う
ち
に
匂
掃
し
、
私
谷
は
会
経
に
包
含
せ
ら
る
i
h
k
h
M

い
て
、
は
じ
め
て
そ
の
民
義
を
現
は
す
も
の
で
あ

る
。
会
銃
の
外
に
十
忙
り
と
さ
れ
る
私
径
は
個
人
主
義
的
利
徒
で
あ
り
、
協
同
勝
利
盆
正
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
い
『
と
述
べ
て
居
ら

れ
る
。
か
a
h

る
経
済
理
念
は
、
経
済
政
策
的
に
見
て
、
耐
肝
〈
高
邦
に
及
ぼ
し
て
然
る
ペ
昔
も
の
で
あ
り
、
少
〈
と
も
東
亜
共
柴
闘
の

「h
M

ほ
や
け
」

k 

建
設
に
官
つ
て
は
、
我
闘
と
共
撲
圏
内
諸
岡
民
左
の
閥
係
は
、
か

t
h
Z
訓
念
に
従
っ
て
律
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

一
旦
程
個
人
に
ま
で
分
解
せ
る
枇
舎
総
務
構
造
を
持
。
西
洋
に
於
て
強
力
在
る
資
本
主
義
経
済
が
判
明
日
達
し
、
己
れ
が

併
し
乍
ら
、

僚
件
の
一
、
と
し
て
科
聞
甲
的
技
術
の
偉
大
抵
る
進
歩
が
島
っ
た
己
主
を
思
ふ
と
き
、
我
々
は
美
し
い
家
族
主
義
・
村
落
的
枇
品
目
絞
梢
構

造
に
陶
酔
す
る
の
み
で
は
許
さ
れ
ざ
る
も
の
が
あ
る
己
と
を
発
え
る
。
枇
合
経
済
構
造
の
殻
展
過
程
に
つ
き
懐
占
展
望
し
H
つ
内
省

す
る
必
要
が
あ
る
の
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
調
-
査
に
か

L
Z
五
人
組
制
度
の
慣
行
に
於
て
、
或
る
地
方
に
は
『
親
族
は
義
組
久
離
す
べ
し
と
云
へ
ど
も
組
合
は
永

代
離
る
べ
か
ら
ざ
る
者
と
す
』
と
い
ム
の
が
あ
り
、
ま
た
或
る
地
方
に
は
「
蓮
〈
の
親
類
よ
り
近
〈
の
組
合
と
云
諺
あ
り
て
、
親
類

組
合
は
会
に
属
し
て
離
る
べ
か
ら
や
』
と
い
ふ
の
が
あ
っ
た
。

は
私
に
属
し
絶
交
す
べ
く
、

E
れ
等
は
血
縁
関
係
よ
り
も
地
機
閥

係
、
親
族
関
係
上
り
も
部
落
岡
開
醐
闘
が
、
公
的
生
活
に
於
て
軍
要
性
を
持
っ
た
己
と
を
示
し
て
居
り
、
江
戸
時
代
表
〈
は
そ
れ
以
前
に

我
岡
田
鯉
情
構
誼
に
闘
す
る
略
史
的
一
考
案

弾
五
十
九
巻

悼
五
競

9) J田博士「艇部人・職分人J.89-90頁
10) 風早、前掲書、 67頁



韓
国
四
組
済
構
遣
に
闘
す
る
歴
史
的
一
考
察

第
五
十
九
巻

第
五
披

於
け
る
村
落
集
園
の
同
家
的
・
家
族
的
結
合
開
係
一
般
を
最
も
よ
〈
表
示
し
て
居
り
、
少
く
と
も
血
縁
村
落
が
地
縁
村
落
に
移
行
し

て
後
の
偽
統
的
閥
係
で
あ
る
と
考
へ
て
差
支
へ
左
い
。
か
i

ゐ
る
偉
統
を
そ
の
ま
i
A

利
用
し
生
か
し
、
且
つ
一
居
強
化
し
て
、
そ
の
基

礎
の
上
に
成
立
し
た
の
が
近
世
封
建
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
白
下
に
於
て
、
農
民
が
職
業
選
揮
の
自
由
・
居
住
移
轄
の
自
由
を
法
制
上

奪
は
れ
た
と
い
ふ
己
と
は
、
必
や
し
も
統
治
者
の
一
方
的
意
志
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
左
〈
、
貨
は
一
部
に
行
は
れ
た
か
L
る
慣
行

を
制
度
化
し
て
全
国
に
推
及
ぼ
し
た
も
の
に
外
た
ら
左
い
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
官
制
度
化
・
普
遍
化
は
や
が
て
慣
行
そ
れ
自
惜
が
弛
緩
の
過
程
に
あ
っ
た
と
と
を
意
味
す
る
。
部
ち
農
業
に
於
け
る
生
産

力
白
護
建
並
に
商
工
業
の
八
刀
化
護
建
忙
仲
っ
て
生
じ
た
貨
幣
経
済
・
交
換
経
済
の
進
展
は
、
か
L
る
停
統
或
は
慣
行
を
化
し
て
一
白

ョ
拘
束
た
ら
し
め
た
。
査
し
商
エ
業
は
農
業
と
臭
っ
て
個
人
的
取
引
た
る
白
伯
質
を
多
分
に
存

L
、
そ
の
費
建
は
、
必
然
的
に
家
を
個

人
に
分
解
し
、
同
族
村
簿
を
私
的
家
族
に
分
解
す
る
傾
向
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
ま
さ
忙
か
L
る
傾
向
が
先
づ
都
市
に

於
て
額
著
に
現
は
れ
た
時
代
ぜ
あ
っ
て
、
商
工
業
者
の
聞
に
西
欧
の
ギ
ル
ド
類
似
の
株
仲
間
の
出
現
を
見
た
と
は
い
て
そ
れ
は
消

極
的
に
は
同
業
者
聞
の
不
営
危
競
争
に
基
〈
共
鍔
れ
の
弊
を
売
が
れ
、
積
極
的
に
は
一
家
一
門
の
繁
柴
を
刷
ら
ん
が
た
め
の
も
の
で

‘
あ
っ
て
、
決
し
て
同
業
者
全
健
或
は
進
ん
で
都
市
金
剛
聞
の
繁
撲
を
念
願
し
企
倒
せ
る
生
活
共
同
棋
で
は
な
か
っ
た
。
幕
府
及
び
諸
伎

が
都
市
と
農
村
と
の
分
離
に
苦
慮
し
た
に
も
拘
ら
宇
、
か
t

為
る
気
風
・
傾
向
の
農
村
へ
の
浸
潤
を
売
れ
符
在
か
っ
た
の
は
、
既
に
交

出
関
経
済
が
後
遺
骨
る
以
上
、
如
何
と
も
潟
し
難
き
事
柄
で
あ
っ
た
。
而
も
倫
ほ
封
建
的
統
治
者
は
、
農
民
ほ
勿
論
商
工
業
者
に
到
し

て
も
、
自
己
へ

D
奉
仕
と
い
ふ
こ
と
を
窮
極
白
目
的
と
し
て
公
接
侵
先
理
念
を
振
悶
朝
し
て
こ
れ
に
臨
み
、
例
人
的
経
済
活
動
に
拘
束

を
加
へ
た
。
況
や
村
落
-
都
市
と
も
忙
村
落
一
般
・
都
市
一
般
と
し
て
存
立
し
た
の
で
は
た
〈
、
天
領
来
〈
は
大
名
領
地
の
行
政
村

落
若
〈
は
行
政
都
市
と
し
て
存
在
せ
し
忙
於
て
は
、
岡
氏
の
自
由
友
る
経
済
活
動
は
一
一
望
三
重
の
束
縛
を
受
け
る
結
果
と
左
り
、
と



白
貼
よ
り
し
て
領
主
封
筒
民
の
閥
係
を
搾
取
・
被
搾
取
の
閥
係
と
し
て
映
ぜ
し
む
る
結
果
と
も
た
つ
売
の
で
あ
る
。

願
ふ
に
封
建
一
枇
舎
は
、
土
地
を
媒
介
と
す
る
上
下
主
従
の
政
治
的
・
経
済
的
・
身
分
的
・
精
神
的
関
係
を
基
幹
と
す
る
枇
舎
で
あ

る
ロ
特
に
そ
の
身
分
闘
係
は
、
血
縁
関
係
ほ
E
緊
密
で
は
友
い
に
し
て
も
ラ
契
約
閥
係
段
E
稀
薄
で
注
い
己
と
は
勿
論
で
あ
っ
て
、

郎
ち
身
分
の
上
下
は
裁
然
と
匝
則
さ
れ
て
居
て
も
、
モ
己
に
は
主
従
と
い
ふ
恩
義
の
閲
係
が
多
分
に
存
し
、
そ
れ
が
屡
と
血
縁
閥
係

を
さ
へ
超
越
し
た
乙
と
は
、
例
示
す
る
必
要
の
一
た
い
と
乙
ろ
で
あ
る
。
封
建
枇
舎
は
戎
闘
で
は
、
荘
同
制
度
を
基
礎
と
し
モ
の
崩
壊

白
過
程
に
於
て
成
立
し
た
も
白
で
あ
る
が
、
そ
己
に
存
ず
る
土
遁
の
如
雪
身
分
閥
係
、
従
っ
て
忠
義
と
恩
愛
と
の
観
念
は
、
肇
閣
の

往
昔
に
源
流
を
設
す
る
君
臣
閥
係
が
、
遁
と
歴
史
過
程
に
於
て
顕
現
せ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
闘
史
を
一
貫
せ
る
孜
闘
白
家

族
的
構
造
白
一
現
象
形
態
に
外
た
ら
ね
の
で
あ
る
。
然
る
に
現
賓
に
於
て
は
、
前
中
過
の
知
〈
、
身
分
関
係
の
制
度
化
は
人
民
の
活
動

忙
封
ず
る
束
縛
と
化
し
、
モ

E
K
仮
生
せ
る
搾
取
・
被
搾
取
白
閥
係
が
表
両
化
し
、
か
〈
て
政
治
・
経
消
・
枇
舎
・
文
化
白
各
方
而

に
支
配
的
・
身
分
的
た
関
係
及
び
概
念
が
生
巴
た
の
で
あ
る
。

守

明
治
維
新
の
重
要
注
課
題
白
一
つ
は
、

'
h
a
h
る
闘
係
及
び
観
念
を
打
破
し
一
掃
す
る
乙
と
に
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
は
欧
米
の
丈

物
制
度
を
移
植
す
る
と
と
に
よ
っ
て
或
る
程
度
ま
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
σ

具
躍
的
陀
い
へ
ば
、
封
建
岡
家
は
中
央
集
標
的
近
代
国
家

己
れ
と
密
接
友
関
係
に
於
で
、
封
建
的
批
合
構
治
か
ら
資
本
家
的
枇
合
構
法
へ
の
移
行
が
急
速
に
寅
現
し
た
。
マ
セ
O
過
程

に
於
て
、
東
亜
祉
舎
に
通
有
の
停
滞
性
は
、
設
闘
に
於
て
は
蓮
か
に
脱
却
せ
ら
れ
、
共
後
の
歴
史
に
見
ら
れ
る
が
如
雪
資
本
家
的
経

と
な
り
、

消
の
驚
異
的
殻
展
が
行
は
れ
た
白
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
そ
れ
が
徐
り
に
も
念
進
的
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
侍
統
的
な
一
刷
曾
経
済
構
浩
が
根
祇
か
ら
時
四
草
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と

は
あ
り
得
た
か
っ
た
。
と
の
耕
民
組
新
以
後
に
於
け
る
我
が
枇
舎
経
済
構
造
の
特
殊
性
が
あ
り
、
同
時
K
経
怖
政
策
史
上
白
諸
々
の

我
閣
の
珊
肺
補
椿
揖
に
闘
す
る
腫
史
的
一
考
察

第
五
十
九
巻

第
五
競



我
閣
の
し
眼
精
構
遣
に
闘
す
る
暦
史
的
一
考
務¥
 

第
五
十
九
巻

第
五
披

四

重
要
を
問
題
が
存
ず
る
白
で
あ
る
。

具
閥
的
に
-
い
へ
ば
第
一
、
枇
舎
的
結
合
の
闘
係
及
び
範
聞
は
集
室
を
中
心
に
杢
同
的
ん
一
在
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
や
、
現

賓
に
於
て
は
家
族
的
・
村
落
的
と
い
ふ
狭
い
範
闘
に
限
局
せ
ら
れ
、
と
の
貼
に
於
て
封
建
時
代
に
於
け
る
以
上
忙
著
し
い
進
歩
を
見

る
己
と
が
向
来
た
か
つ
だ
。
軍
事
的
に
己
そ

大
君
の
た
め
に
は
h

身
、
一
家
を
廠
み
ぎ
る
岡
家
々
族
的
た
山
崎
君
愛
国
の
精
榊
が
幾
姉

せ

ιれ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
九
そ
の
他
の
部
固
に
於
て
は
、
現
貨
の
地
盤
に
制
約
せ
ら
れ
て
、
娘
一
一
品
す
れ
ば
狭
い
愛
家
族
主
義
・

愛
郷
土
心
に
制
約
せ
ら
れ
て
、
割
譲
的
・
排
他
的
傾
向
が
依
然
と
し
て
存
続
し
て
ゐ
る
の
を
見
ざ
る
そ
得
左
い
。

第
二
、
明
治
維
新
以
来
、
欧
米
よ
り
移
航
せ
ら
れ
た
諸
々
白
思
想
は
、
個
人
的
自
由
主
義
を
以
て
そ
の
根
幹
1
P
一
し
た
。
と
れ
を
阻

幌
玩
味
し
て
新
し
い
日
本
思
想
を
形
成
す
べ
〈
、
我
闘
の
欣
態
は
飴
り
に
僻
統
的
に
過
ぎ
た
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ち
や
そ
卑

が
貧
る
が
如
ぐ
取
入
れ
ら
れ
た
D
は
、
前
漣
白
如
〈
、
封
建
制
下
に
於
て
国
民
が
二
重
三
軍
に
束
縛
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

而
も
そ
の
移
柏
に
首
つ
て
は
川
自
愛
心
。
二
耐
に
の
み
着
目
し
、
そ
れ
は
吏
忙
利
己
心
と
し
て
設
揚
せ
ら
れ
る
と
と
L
た
り
、
か
〈

で
理
想
的
家
族
主
義
・
愛
郷
土
心
は
著
し
く
柾
曲
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
か
く
て
自
由
競
争
を
理
念
と
す
る
現
貨
の
絞
消
活
動

に
於
て
、
世
界
経
済
の
舞
嘉
に
於
て
す
ら
、
我
図
人
相
互
に
相
喰
む
が
如
き
現
象
を
往
々
に
し
て
望
見
す
る
の
で
あ
る
。

第
一
三
、
既
忙
資
本
家
的
枇
舎
経
済
構
活
を
構
築
す
る
に
至
っ
た
と
は
い
で
そ
れ
が
結
節
瓢
た
る
べ
き
企
業
家
・
費
本
家
に
は
、

金
般
的
忙
見
て
、
未
だ
十
益
友
る
理
想
的
企
業
家
・
資
本
家
を
見
る
を
得
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
構
法
に
於
て
は
兎
に
角
、
精

榊
陀
於
で
は
以
前
D
商
業
資
本
家
的
傾
向
が
残
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
己
の
事
は
上
述
の
第
一
及
び
第
二
の
事
柄
と
精
接
在
閥

係
に
あ
る
こ
と
云
ム
迄
も
左
い
。

h
h

ヘ

第
四
、
維
新
の
務
草
忙
も
拘
ち
歩
、
そ
の
根
抵
に
於
け
る
停
統
的
基
族
的
・
村
落
的
杭
曾
経
抑
緋
遣
の
故
に
、
先
進
列
同
の
安



本
主
義
に
封
抗
し
得
ん
が
た
め
に
は
、
家
父
長
的
・
慈
息
的
な
絞
品
川
政
策
が
行
は
れ
ざ
る
を
待
な
か
っ
た
。
か
且
ゐ
る
粧
術
政
策
が
行

は
れ
、
而
も
そ
れ
が
資
本
家
的
絞
済
の
稜
建
忙
興
っ
て
力
が
あ
っ
た
己
と
そ
れ
白
幽
問
、
我
が
一
刷
曾
経
併
構
逃
の
特
色
を
示
す
事
例
で

あ
る
。要

す
る
忙
歴
史
的
に
見
て
、
我
囲
内
U

祉
舎
粧
消
構
造
に
は
一
家
族
的
・
村
落
的
停
統
が
終
始
一
貫
し
て
ゐ
売
。
維
新
以
来
取
入
れ
ら

れ
た
欧
米
の
枇
合
絞
済
構
治
並
に
思
想
は
、

己
れ
を
阻
鴫
し
内
包
ず
る
己
と
に
よ
っ
て
、
己
の
偉
統
を
国
家
的
、
否
世
界
的
規
模
に

ま
で
昂
揚
・
蹟
大
し
得
た
害
で
あ
る
に
も
拘
ら
宇
、
事
態
の
徐
り
注
念
進
性
の
故
に
、
そ
己
ま
で
及
び
得
た
か
っ
た
。
己
主
忙
新
新

以
後
の
粧
済
政
策
を
問
題
と
す
る
場
合
白
、
重
要
た
-
瓶
献
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
曲
折
来
の
経
済
政
策
を
考
変
ず
る

揚
合
の
留
意
す
べ
き
問
題
が
存
ず
る
D
で
あ
る
。

附
記
l
l本
稿
は
「
明
治
維
新
以
後
に
於
け
る
鱈
済
政
策
由
研
究
」
な
る
題
下
に
、
日
本
串
術
振
興
曾
よ
り
援
助
を
受
け
て
な
し
つ
土
自
る
研
究
由
一
部

で
あ
る
。

我
闘
の
経
済
構
造
に
闘
す
る
隆
史
的
一
考
察

第
五
十
九
巻

樺
五
曲
師

ヨ王

、




